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1
月
末
現
在
  （
前
月
比
）

1
月
中
の
異
動

（
－
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（
－
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人
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浩
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陽
世
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（
拓
史
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望
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佳
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奈
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真
裕
・
裕
子
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真
司
・
茉
莉
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真
司
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茉
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悌
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匡
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雄
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智
美
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り
ん
か

ふ
う
か

ゆ
な

み
わ
こ

　
林
　
　
愛
友
里

岩
　
上
　
芽
　
生

武
　
市
　
祢
　
音

山
　
本
　
莉
　
央

　
林
　
　
倫
　
花

　
林
　
　
風
　
花

中
　
村
　
唯
　
愛

坂
　
口
　
望
和
子
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＋
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件
）（
１
月
31
日
現
在
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８７
）

（
７９
）

（
７９
）

（
９６
）

（
１０
２）

（
８８
）

（
９１
）

（
８５
）

（
８９
）

（
９０
）

（
９４
）

（
８１
）

（
１０
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（
修
司
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安
司
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（
嘉
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（
清
治
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（
博
士
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（
和
男
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（
歳
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（
耕
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（
芳
香
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（
智
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（
宗
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（
謙
治
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（
敏
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（
雄
一
）

西
　
野
　
　
　
七

長
　
瀧
　
　
勇
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本
　
光
　
良

赤
　
坂
　
敏
　
雄

中
　
井
　
秀
　
子

北
　
谷
　
キ
ミ
ヱ

丸
　
山
　
タ
マ
ヱ

大
　
川
　
ノ
ブ
子

宮
　
本
　
幸
　
男

九
　
谷
　
壽
　
賀

中
　
内
　
　
　
三

藤
　
井
　
善
　
雄

神
　
谷
　
幸
太
郎

小
　
松
　
つ
や
子

坂
　
本
　
と
　
き

二
　
葉
　
正
　
雄

広 報 み な べ 3 月 号 平 成 24 年 3 月 １ 日 発 行 （ 第 90 号 ）

　
２
月
１
９
日（
日
）
、第
１
１
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
紀
三
井
寺
公
園
補
助
陸
上
競
技
場

を
ス
タ
ー
ト
し
、県
庁
ま
で
の
区
間（
１
０
区
間
２
１
.１
キ
ロ
）で
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
へ
は
、各
市
町
村
代
表
２
９
チ
ー
ム
と
オ
ー
プ
ン
参

加
１
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、み
な
べ
町
は
、総
合
成
績
１
時
間
１
４
分

４
９
秒
で
、１
３
位
の
成
績
を
修
め
ま
し
た
。（
オ
ー
プ
ン
参
加
チ
ー
ム

の
記
録
は
順
位
に
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
そ
し
て
、桂
有
希
さ
ん（
南
中
３
年
）が
、第
８
区
２
.５
キ
ロ
で
、区

間
第
２
位
で
し
た
。

　
大
会
へ
参
加
し
た
み
な
べ
町
選
手
団
は
、次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
団
長
　
尾
田
真
次（
東
本
庄
）

■
監
督
　
榎
本
　
徹（
晩
稲
）

■
コ
ー
チ
　
中
早
大
輔（
西
岩
代
）、
東
司（
堺
）、
林
優（
埴
田
）、

　
森
喜
久
雄（
新
庄
）、
田
中
信
弘（
晩
稲
）、
西
山
佳
子（
筋
）

■
選
手

▷
小
学
生
男
子
＝
森
本
敦
貴
、谷
本
大
輝（
上
小
６
年
）、

　
爰
川
朔
哉（
岩
小
６
年
）、
西
川
斗
真（
南
小
６
年
）

▷
小
学
生
女
子
＝
、和
田
茉
由
乃（
上
小
６
年
）、

　
下
野
は
る
か（
高
小
６
年
）、
清
水
梨
穂（
上
小
５
年
）、

　
中
村
彩
夏（
清
小
５
年
）

▷
中
学
生
男
子
＝
森
坂
侑
右
、梅
本
伸
矢（
南
中
３
年
）、

　
石
上
勝
大
、坂
口
郁
真（
南
中
２
年
）、
沖
見
史
哉（
南
中
１
年
）

▷
中
学
生
女
子
＝
桂
有
希（
南
中
３
年
）、
棒
引
珠
理
、

　
山
添
真
奈
、楠
木
萌
絵
（
南
中
２
年
）、
堀
本
菜
央（
南
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
<敬
称
略
>

～
地
域
の
き
ず
な
を
た
す
き
に
つ
な
ぐ
～

県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
で
健
闘

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
、み
な
べ
町
選
手
団
の
皆
さ
ん
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平
成
24
年
第
１
回
臨
時
町
議
会

　

平
成
24
年
の
各
区
の
区
長
さ

ん
が
、
左
表
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。（
世
帯
数
は
平
成
24
年

１
月
末
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

か
ら
）

　

１
月
25
日
（
水
）
に
、
役
場

会
議
室
で
初
区
長
会
を
開
催
し
、

各
区
長
さ
ん
を
自
治
振
興
委
員

と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
小
谷
町
長
か
ら

行
政
の
現
状
と
課
題
が
報
告
さ

れ
、
各
課
長
が
課
の
仕
事
内
容

な
ど
を
説
明
し
、
行
政
や
各
区

の
自
治
振
興
に
つ
い
て
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

新
区
長
さ
ん
方
に
は
、
１
年

間
区
内
の
お
世
話
を
は
じ
め
何

か
と
大
変
と
存
じ
ま
す
が
、
ど

字 名 区 長 名 世帯数 字 名 区 長 名 世帯数

堺 小　谷　利　博 ２４２ 徳 蔵 中　松　清　剛 　７３
埴  田 谷　本　吉　弘 ５３５ 熊 岡 那　須　憲　一 　６８
片  町 大　平　義　夫 １８９ 晩 稲 岡　田　政　吉 ３００
新  町 細　尾　　弘　 　９２ 東 本 庄 佐々木　敏　明 ２６０
北  道 堂　本　國　昭 ２３６ 西 本 庄 生　田　信　行 ２１０
南  道 田　中　　忠 １１９ 滝 田　中　誠　一 １２７

芝 三　前　武　信 １７５ 熊 瀬 川 前　田　真　一 　４１
芝  崎 野　田　敏　廣 ３８５ 高 野 冨　山　　勝 　８１
東 吉 田 中　川　博　美 ２５９ 土 井 土　井　克　己 　２９
気 佐 藤 三　河　信次郎 　６５ 市 井 川 永　井　　誠 　４６
新  庄 東　　　利　夫 　８４ 広 野 松　場　　工 　２１
千 鹿 浦 石　本　栄　一 　５５ 島 之 瀬 田　中　真　二 　３４
山  内 田　中　友　喜 ２１１ 東神野川 鎌　倉　和　芳 　４９
東 岩 代 三　尾　保　利 １６６ 木 ノ 川 龍　神　政　博 　６０
西 岩 代 大　山　　勇 １２９ 軽 井 川 硲　　　幸　男 　７２
谷  口 桂　　　正　三 １０７ 大 川 芝　　　勝　美 　５０

筋 樫　山　周　治 １１５ 名 之 内 寺　谷　　崇 　５９

平
成
24
年
の

　
　

新
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
区
長
会
長
と
副
会
長

の
選
任
も
行
わ
れ
、
会
長
に
東

吉
田
区
長
の
中
川
博
美
さ
ん
、

副
会
長
に
晩
稲
区
長
の
岡
田
政

吉
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
（
水
）、
平

成
24
年
第
１
回
臨
時
町

議
会
が
開
会
さ
れ
（
会
期

１
日
）、
次
の
１
議
案
を

上
程
し
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
億
６
７
１
３
万
３

千
円
を
追
加
し
、
総
額
99

億
８
０
９
万
２
千
円
と

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
に
昨
年
９
月
の
台

風
12
号
に
よ
る
災
害
復

旧
関
連
事
業
費
の
追
加

で
す
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
財

源
措
置
を
行
う
た
め
の
、

国
庫
支
出
金
４
億
６
２

８
万
５
千
円
、
県
支
出
金

１
億
８
０
８
万
円
、
町
債

（
災
害
復
旧
債
）
２
億
８

７
４
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
は
、
下
表
の
通
り

で
す
。

新
区
長
さ
ん
が

　

初
区
長
会
で
顔
合
わ
せ

新区長さんのお名前（敬称略）

項 目 補 正 額 主 　 　 な 　 　 内 　 　 容

総 務 費 １４０万９千円 防災無線修繕、戸別受信機追加購入費等140万9千円

農林水産業費 ４７万３千円 うめ振興館の給水加圧ポンプ修繕料47万3千円

消 防 費 ５７５万０千円 ライフジャケット等消防備品購入費575万円

災 害 復 旧 費 ８億５９５０万１千円 公共土木施設災害復旧工事請負費6億4800万円ほか

歳 出 合 計 ８億６７１３万３千円

平成23年度一般会計補正予算（第５号）歳出補正額と主な内容
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野
村
吉
彦
医
師
が
教
育
功
労
賞
を
受
賞

平
成
24
年  

第
１
回

  

「
み
な
べ
町
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
」
総
会

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、

　
自
主
防
災
活
動
に
必
要
な
設
備
を
整
備

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、

　
自
主
防
災
活
動
に
必
要
な
設
備
を
整
備

　

野
村
小
児
科
内
科
院
長
の
野

村
吉
彦
医
師
（
北
道
）
が
、
平

成
23
年
度
和
歌
山
県
教
育
功
労

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
村
医
師
は
長
年
に
亘
り
町

内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
眼

　

２
月
15
日
、
み
な
べ
町
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
の
平
成
24

年
第
１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
か
ら
地
域
の
現
状
や
行
政

へ
の
要
望
、
質
問
な
ど
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
絡
協
議
会
は
、
地
震
そ
の

他
の
災
害
に
よ
る
被
害
の
防
止

及
び
軽
減
を
図
る
た
め
、
自
主

防
災
体
制
の
充
実
、
強
化
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
各
自
主

防
災
会
の
代
表
者
34
名
と
町
長

指
名
委
員
２
名
の
計
36
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
会
長
に
中
本
光

各地に設置された
　海抜表示板

科
医
及
び
内
科
医
と
し
て
、
定
期

健
康
診
査
や
予
防
接
種
業
務
に

従
事
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
の
健

康
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
や
喫
煙
防
止
対

策
事
業
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
学
校

保
健
・
安
全
活
動
の
充
実
・
活
性

化
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
が
称
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一
さ
ん
（
東
吉
田
）、
副
会
長
に

龍
神
睦
男
さ
ん
（
木
の
川
）、
西

山
博
康
さ
ん(

筋)

が
引
き
続
き

選
任
さ
れ
た
後
、
平
成
23
年
の

事
業
経
過
報
告
や
津
波
浸
水
危

険
地
域
（
４
地
区
）
と
中
山
間

地
域
（
１
地
区
）
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
行
わ
れ
た
防
災
研
修

会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
研
修
会
で
は
地
域
の

課
題
や
対
応
の
検
討
、
検
討
を

も
と
に
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
確
認
、
防
災
訓
練
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
そ
の

　

安
全
な
地
域
づ
く
り
や
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
平
成
23
年
度
宝
く
じ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る

助
成
を
得
て
、
地
域
防
災
や
啓

発
活
動
に
必
要
な
設
備
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
と
し
て
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に

行
わ
れ
る
事
業
に
助
成
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
地
域
の
自
主
防
災

活
動
に
必
要
な
設
備
の
整
備
に

要
す
る
経
費
に
対
し
て
助
成
を

受
け
、
移
動
用
音
響
シ
ス
テ
ム
・

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
デ
ジ
タ
ル
カ

結
果
、
①
避
難
場
所
は
よ
り
高

台
に
設
定
②
河
川
を
横
断
し
な

い
避
難
経
路
を
選
択
③
車
で
の

避
難
は
要
援
護
高
齢
者
な
ど
の

避
難
に
限
定
④
自
転
車
で
の
避

難
は
有
効
⑤
周
囲
の
助
け
合
い
、

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
①
津
波
避
難
情
報

の
入
手
方
法
と
そ
の
周
知
②
緊

急
避
難
施
設
の
確
保
（
避
難
ビ

ル
等
の
指
定
）
③
要
援
護
高
齢

者
な
ど
の
避
難
対
策
④
子
ど
も

の
避
難
対
策
、
な
ど
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

メ
ラ
・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン

を
購
入
し
ま
し
た
。
災
害
に
よ

る
被
害
の
防
止
や
軽
減
の
た
め

の
啓
発
事
業
等
、

自
主
防
災
活
動

に
活
用
し
て
下

さ
い
。
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平成２３年度町職員の給与などをお知らせします
　平成23年４月１日現在のみなべ町職員の給与などについて、次のとおり公表します。
（給与など金額はすべて税金や各種共済保険料等を差し引く前の額で、いわゆる手取額ではありません）

１２０

１８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 22年～23年
の増減

18年～23年
の増減

２９
７

８

８
２３
１７２

１１８
２８
７

８

８
２３
１６９

１１４
２７
６

７

９
２２
１６３

１１０
２６
６

６

８
２０
１５６

１０７
２６
６

６

８
２０
１５３

９７
２３
６

６

８
２０
１４０

△１０
△３
±０

±０

±０
±０
△１３

△２３
△６
△１

△２

±０
△３
△３２

●「その他」は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業に携わる職員です。

平成２２年度全会計決算にみる職員給与費

152人 5億7,001万8千円 8,817万8千円 2億481万4千円 8億6,301万円 567万8千円

●給料：本俸のみの額　●給与：給料＋職員手当（扶養手当など）＋期末・勤勉手当

９

６.５

８

５.８

７３

５２.５

２３

１６.５

２６

１８.７

０

０.０

１３９

１００.０

（平成23年４月１日現在）

（平成23年4月1日現在）

７２万円

1.225月分 1.375月分 2.60月分

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

５９万円
５３万円

２８万円
２２万円

２０万円

●加算措置の状況　役職加算
　町長、副町長、教育長　41％
　議長、副議長、議員　  10％

（平成23年4月1日現在）

1.225月分 0.675月分
1.375月分 0.675月分
2.600月分 1.350月分

●加算措置の状況　役職加算５％又は10％

（平成23年4月1日現在）

2,170万6千円

100人

21万7千円

（平成22年度　全会計決算）

17万2,200円
14万  100円

（平成23年4月1日現在）

32万600円 44.6歳

（平成23年4月1日現在）

平成２２年度普通会計決算にみる人件費の占める割合  

１４,２１７人 100億8,201万7千円 11億4,302万5千円 11.3%

 ●人件費には、首長や議員など特別職に支給される給与や報酬なども含まれています。
 ●普通会計とは、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計を合わせたものです。国民健康保険特別会計、
 　老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、農業集落排水事業特別会計、
 　公共下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水道事業会計から支出される人件費は含まれていません。

（H21年度の人件費率12.3%）

（23.3.31現在）

（平成23年4月1日現在）

配　偶　者
配偶者以外の扶養親族1人につき
（そのうちの1人については、配偶者がいない場合は　　　　 ）
（加算）満16歳から満22歳までの未就労の子

月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、家賃に応じ支給。
最高限度額27,000円

交通機関利用者には、その運賃等相当額を支給。交通用具使用者には、片道２km以上である時、
2,000円に、その超える距離１km毎に800円を加算した額を支給。支給限度額は26,000円。
参事40,000円　課長38,000円　副課長34,000円　主幹25,000円

13,000円
6,500円

5,000円
11,000円
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7 6

みなべには自慢の物産がいっぱい！
　「梅酒コレクション2012inみなべ」＆
　　　　　「オールみなべの物産展」を開催

《青梅・梅干しに続き、梅酒をみなべのブランドに》

梅林では様々な催しが行われ、
梅の花や香りを楽しみに観梅客が訪れています南部・岩代

　今年も観梅期間中の２月11日、12日の２日間、南部梅林内の梅林公園で、
「梅酒コレクション2012ｉｎみなべ」が開催されました。

　町は「紀州みなべ梅酒特区」に認定されたことをきっかけに、
青梅の更なる販路拡大や販売促進、消費拡大を目的に開催して
おり、今回で３回目の開催となります。

《梅・紀州備長炭・海産物　豊富な特産物を全国にＰＲ》
　11日（土）、梅料理研究会の皆さんによる茶がゆや梅料理の試食会が
開かれ、試食会場では開場前から、大勢の皆さんが並んで順番待ちをさ
れるほどの盛況ぶりで、用意した料理はすぐになくなりました。
　12日（日）は、町の物産を紹介する「オールみなべの物産展」を開催
し、梅ジュース作りの体験や試飲、梅干しの試食などを行い、みなべの
梅をＰＲしました。
　また、海産物の販売や、紀州備長炭で焼いたウルメイワシやさば、梅
干しを入れた梅餅なども振舞われ、来場された皆さんは、「梅の花が咲
いていなくて残念だったけど、おいしいみなべの産物が食べられて良
かった。」と喜んでいました。

梅について学習しました
　２月13日、岩代小学校５年生の児童が役場で、梅について学
習しました。
　子どもたちは、「みなべの梅のＰＲ効果は現れていますか」な
ど、うめ課の仕事や梅の栽培に関する話などを順番に質問して
いました。その後、うめ振興館の見学も行いました。

地域の活性化と温泉の恵みに感謝して
「鶴の湯温泉祭り」が復活！

　２月19日、鶴の湯温泉（熊瀬川）で、地元の住民団体「スマイルラ
イフ」が主催となって、「鶴の湯温泉祭り」が開かれました。
　当日は、地元婦人会の手作りのおすしや梅酢のから揚げ、地元野
菜なども販売されました。また、施設内では舞踊や大正琴の演奏も
行われ、温泉を訪れた方や地域の皆さんで大盛況でした。

小雪の舞う中、元気いっぱい踊りました

　今年の梅の花は例年より開花が遅れましたが、南部梅林、岩代大梅
林へは一足早い春を求めて、観梅客が訪れています。週末には両梅林で
様 な々イベントが行われ、訪れた皆さんは、梅の花や香りととともに、多
彩な催しを楽しんでいました。
　南部梅林では、２月11日に梅の先覚者　故内中源蔵翁の梅供養が関
係者で営まれ、梅産業の発展を願いました。梅林公園の舞台では、みな
べの美しい風景をバックに、よさこい踊りや野点などが行われました。
　岩代大梅林では、餅つきや音楽祭、大梅林まつりでは獅子舞などが

　２月18日、岩代大梅林で、ひかり保育所の園児達が「よさこい
鳴子踊り」と「マルマル　モリモリ」の踊りを観梅客や保護者のみ
なさんに披露しました。
　当日は、時折雪が舞うほどの寒さでしたが、園児達はお揃いの
ハッピを着て、元気いっぱいの踊りを披露し、観客からは大きな
拍手が送られていました。

全国各地からたくさんの
梅酒が集まりました

子どもにも人気だった梅料理
紀州備長炭で焼いた梅餅や
ウルメイワシをみなさんに

海産物の販売や梅ジュース作り体験 

　会場では、全国各地から集
まった315種類の梅酒が並べ
られ、来場者が飲んでみた
い梅酒を選んで試飲したり、
香りを楽しんでいました。

披露されました。ま
た、「夜梅祭」とし
て、昨年好評だっ
た夜間のライトアッ
プも行われ、昼と
はまた違う趣があ
る梅の花の美しさ
を楽しみました。
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　岩代大梅林では、餅つきや音楽祭、大梅林まつりでは獅子舞などが

　２月18日、岩代大梅林で、ひかり保育所の園児達が「よさこい
鳴子踊り」と「マルマル　モリモリ」の踊りを観梅客や保護者のみ
なさんに披露しました。
　当日は、時折雪が舞うほどの寒さでしたが、園児達はお揃いの
ハッピを着て、元気いっぱいの踊りを披露し、観客からは大きな
拍手が送られていました。

全国各地からたくさんの
梅酒が集まりました

子どもにも人気だった梅料理
紀州備長炭で焼いた梅餅や
ウルメイワシをみなさんに

海産物の販売や梅ジュース作り体験 

　会場では、全国各地から集
まった315種類の梅酒が並べ
られ、来場者が飲んでみた
い梅酒を選んで試飲したり、
香りを楽しんでいました。

披露されました。ま
た、「夜梅祭」とし
て、昨年好評だっ
た夜間のライトアッ
プも行われ、昼と
はまた違う趣があ
る梅の花の美しさ
を楽しみました。
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●梨の花咲く町で（森内俊
雄）●わたしはここよ（河野
裕 子）●リヴァ イ ア サ ン
（Ｓ・ウエスターフェルド）
●旅をする木（星野道夫）
●つなみの子どもたち（森
健）●最後に伝えたかった
こと（瀧本光静）●絵のある
自伝（安野光雅）

　最年長Jリーガーであるカ
ズが、恩師や先輩、友人達か
ら届いた“僕を育ててくれた
手紙”を紹介します。５５通
の手紙は、サッカー選手とし
て歩んできた彼の苦労や情
熱を、私たちに伝えてくれま
す。カズの魅力を感じる１冊
です。

●心のおくりびと　東日本
大震災復元納棺師（今西乃
子）●１４歳からの精神医
学（宮田雄吾）●宇宙ヨット
で太陽系を旅しよう（森治）
●走る少女（佐野久子）●鉄
道きょうだい（ネズビット）
●私は海人写真家（古谷千
佳子）●チュンチェ〔春節〕
（チョンリャン）●できた
よ、なわとび（太田昌秀 監
修）●今すぐ身につけたい
サバイバルテクニック（か
さまりんぺい）

●食料危機ってなんだろう
（山崎亮一）●でんわ（コルネ
イ・チュコフスキー）●父さ
んの手紙はぜんぶおぼえた
（タミ・シェム＝トヴ）

　じしんや津波は、いつどこに起きるかわかり
ません。電気の使い方、くらし方などを考えてみ
ませんか。そして、今も大変な思いをしている東
北の方がたに思いをよせましょう。

　突然襲った大地震は、大きな被害をもたら
し、深い悲しみを残しました。一年を振り返り
ながら、被災地のこと、エネルギーのこと、防災
のことなどを、一緒に考えてみませんか。

「忘れない　３・１１」

「わすれない　３・１１」

74-3283
72-1410

　何気なくならべるごはんや
おかずの位置、箸づかいのタ
ブー、焼き魚の食べ方など、く
まのおばあちゃんがきれいな
イラストで教えてくれます。役
にたつ絵本です！

Ｄ
ｅ
ａ
ｒ　

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ

　東北６県を取材エリアとす
る河北新報社。東日本大震
災のあった日、新聞社自体も
被災した。その被災地の新
聞社として、過酷な状況下で
記者や配達員、経営陣がど
のように奮闘し、新聞の発行
を続けたのか。震災直後か
ら翌日までの一日の記録をま
とめた本です。

河北新報社（文藝春秋）

●ヨウ素たっぷり海藻浄化レ
シピ（汲玉）●星空がもっと
好きになる（駒井仁南子）
●60 歳のラブレター　絆（Ｎ
ＨＫ出版 編）

河
北
新
報
の

　

い
ち
ば
ん
長
い
日

皆さんの力のこもった作品を、ぜひご覧ください。

　高校生ならで
はの若さあふれ
るイラストで紹介
された人気のシ
リーズや夏目漱
石、池澤夏樹な
どの本、そして、
若者の心をぐっ
とつかむ高校司
書のみなさんの
学校図書館通信
は、多くの方に
好評でした！

梅の里カメラクラブ写真展梅の里カメラクラブ写真展

《ポップ大賞展》《ポップ大賞展》

３月１４日（水）
午後３時から

高野紀子　（あすなろ書房）
テーブルマナーの絵本

三
浦
知
良　
（
文
藝
春
秋
）

３月３日（土）～14日（水）
ゆめよみ館１階　展示コーナー

日時
２月８日（水）～２月１９日（日）

　例年通り、清川・高城・上南部・ゆめよみ館で行います
ので、お越しください。（日程未定）

春休み・本の巡回展示とおはなし会春休み・本の巡回展示とおはなし会

カレンダー３
●３日（土）わくわくタイム（10：30～）
　おはなし会（14:00～）
　梅の里カメラクラブ写真展（～14日）

●4月2日（月）休館

●31日（土）おはなし会（14:00～）

●30日（金）休館（月末整理日）

●26日（月）休館

●24日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　おはなし会（14:00～）

●22日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10：30～）

●20日（火）休館（春分の日）

●19日（月）休館

●17日（土）おはなし会（14:00～）

●12日（月）休館

●10日（土）おはなし会（14:00～）

●８日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10：30～）

●５日（月）休館
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平
成
23
年
分
の
所
得
税
と
贈

与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
町
県

民
税
の
申
告
は
、３
月
15
日
（
木
）

ま
で
で
す
。

　

町
で
は
、
最
終
日
ま
で
役
場

で
申
告
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
期
間
中
、
申
告
会
場
は
混

雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
や
収

支
内
訳
書
な
ど
を
、
自
分
で
責

任
を
も
っ
て
正
確
に
記
入
し
て

き
て
い
た
だ
く
と
、
早
め
に
済

ま
せ
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
期
限
は
、

４
月
２
日
（
月
）
で
す
。（
申
告

は
御
坊
税
務
署
（
℡
０
７
３
８

︱
22
︱
０
６
９
５
）
へ
）

▼
納
税
は
口
座
振
替
で

　

納
税
は
、
口
座
振
替
で
も
で

き
ま
す
。
振
替
期
日
は
、
所

得
税
確
定
申
告
分
が
４
月
20

日
（
金
）、
消
費
税
と
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
分
が
４
月
25
日

（
水
）
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
御
坊
税
務
署

ま
た
は
役
場
税
務
課
へ
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と

　
　

町
県
民
税
の
申
告
は
３
月
15
日
ま
で

●
軽
自
動
車
の
廃
車
や
名
義
変

更
は
３
月
中
に

●
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

軽
自
動
車
税
は
、
生
活
保
護

法
に
よ
り
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方
（
※
）
が
所
有
し
て
使
用

す
る
場
合
、
４
月
１
日
か
ら
納

期
限
（
平
成
24
年
度
は
５
月
１

日
（
火
））
の
７
日
前
（
４
月
24

日
（
火
））
ま
で
に
申
請
す
る
こ

と
で
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
但
し
、
４
月
24
日
（
火
）

を
過
ぎ
た
場
合
の
減
免
申
請
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

（
※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
を
所
有
す
る
方
）

　

申
請
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
へ
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
平
成
24
年
第
１
回

町
議
会
定
例
会（
３
月
議
会
）は
、

３
月
６
日
（
火
）
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
町
民
の
暮

ら
し
に
直
結
し
た
当
初
予
算
な

ど
の
審
議
の
ほ
か
、
町
が
行
う

事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が

質
問
す
る
「
一
般
質
問
」
も
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い

合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

３
月
議
会
は

３
月
６
日
か
ら
開
会（
予
定
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
、
そ
の
車
両
の
所
有
者
登

録
を
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
車
両
の
廃

車
や
譲
渡
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
方
は
、
３
月
中
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し

た
場
合
も
、
そ
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機

付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
→
役
場
税

務
課
へ
。

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪

車
、
軽
自
動
車
→
田
辺
自
動
車

整
備
協
同
組
合
（
℡
22
︱
４
７

３
２
）
へ
。
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新
し
い
国
保
保
険
証（
カ
ー
ド
）を
お
届
け
し
ま
す

　

３
月
末
ま
で
に
、
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
保
健
福
祉
課
か
ら

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
保
険

証
を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い
保

険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
４

月
１
日
～
来
年
３
月
31
日
ま
で

１
年
間
で
す
。

　

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る

退
職
者
医
療
制
度
（
※
）
の
被

保
険
者
は
、
一
般
被
保
険
者
に

変
わ
る
た
め
、
65
歳
の
誕
生
月

の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

前
月
の
末
日
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
被
扶
養
者
が
被

保
険
者
よ
り
若
い
場
合
は
、
同

じ
有
効
期
限
に
な
り
ま
す
。

※
国
保
の
退
職
者
医
療
制
度
に

は
、
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職

し
て
年
金
を
受
け
る
65
歳
ま
で

の
方
と
そ
の
被
扶
養
者
が
加
入

し
ま
す
。
こ
の
制
度
へ
の
加
入

に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

対
象
に
な
る
が
ま
だ
未
加
入
と

い
う
方
は
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
年
度
の
途
中
に
75
歳
に
な
る

方
は
、
誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
（
長
寿
医
療
）
制
度
に
移

行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
証
は
、
平
成
23
年
度
と

そ
れ
ま
で
の
国
保
税
の
全
部
ま

た
は
一
部
に
滞
納
の
あ
る
方
に

は
郵
送
で
き
ま
せ
ん
。

　

滞
納
の
あ
る
方
は
、
役
場
保

健
福
祉
課
の
窓
口
へ
来
て
い
た

だ
け
れ
ば
保
険
証
を
お
渡
し
し

ま
す
。
し
か
し
、
国
保
税
を
完

納
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

保
険
証
の
期
限
が
１
年
未
満
の

短
期
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
か
ら
１
年
間

を
過
ぎ
て
滞
納
す
る
と
、
保
険

保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

　

国
保
税
は
、
納
期
限
内
に
納
め

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
病
気
や
廃
業
等
や
む

を
得
な
い
事
情
で
納
め
る
の
が

難
し
い
と
い
う
方
は
、
税
務
課

国
保
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

　

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
移
植
医
療
に
関

す
る
啓
発
や
知
識
の
普
及
を
進

め
る
た
め
、
臓
器
提
供
の
意
思

を
保
険
証
に
記
載
で
き
る
よ
う

に
保
険
証
の
様
式
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
お
届
け

す
る
保
険
証
の
裏
面
に
も
、
臓

器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

意
思
表
示
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

在
宅
障
害
者
等
福
祉
手
当
は
、

障
が
い
が
あ
り
自
宅
で
生
活
し

３月、４月は、卒業・入学・就職・
退職など何かと忙しい季節です
　就学や転勤などで他の市町村
に住むとき、就職などで会社の
健康保険に加入したときや、退
職などで脱退したときは、14日
以内に国保の手続きをお願いし
ます。

在
宅
障
害
者
等

福
祉
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
額
は
月
額
４
０
０
０
円
、

９
月
と
３
月
に
半
年
分
ず
つ
支

払
わ
れ
ま
す
。）

■
対
象
者

　

●
20
歳
以
上
で
、
●
１
年
以

上
み
な
べ
町
に
住
ん
で
お
り
、

●
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
お
ら

ず
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
４

級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
の
い
ず
れ

か
を
持
っ
て
い
る

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
～
３
級
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る

■
受
給
制
限

　

収
入
制
限
（
74
万
９
０
０
円

以
下
）
が
あ
り
ま
す
。

（
例　

国
民
年
金
障
害
基
礎
年
金

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
額
が

制
限
額
を
超
え
る
の
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
）

　

こ
の
手
当
の
受
給
資
格
が
あ

る
が
、
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な

い
と
い
う
方
は
、

　

●
上
記
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
、
●
印
鑑
、
●
国
民

年
金
な
ど
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
年
金
支
払
い
通
知
書

証
を
返
し
て
も
ら
い
、「
資
格
証

明
書
」
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
資
格
証
明
書
は
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
す

の
で
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る

時
は
、
全
額
（
10
割
）
を
自
己

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
税
が
困
難
と
い
う
方
は

　

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

保
険
証
に
臓
器
提
供

　

意
思
表
示
欄
が

　
　

設
け
ら
れ
ま
し
た

平
成
24
年
度

国
保
加
入
の
70
歳
～
74
歳
の

方
の
医
療
費
１
割
負
担
が
据
置

国
保
税
の
滞
納
の
あ
る
方

に
は
郵
送
で
き
ま
せ
ん

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証

の
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を

～
74
歳
の
方
の
内
、
現
役
並
み

所
得
が
あ
る
方
以
外
の
方
の
医

療
費
は
、
現
在
、
政
府
に
よ
る

凍
結
措
置
に
よ
り
、
１
割
負
担

に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
も
１
割

負
担
で
受
診
で
き
る
「
高
齢
受

給
者
証
」（
ク
リ
ー
ム
色
）
は
、

３
月
中
ご
ろ
国
民
健
康
保
険
証

に
同
封
し
ま
す
。
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次

の
お
子
さ
ん
（
20
歳
未
満
）
を
、

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

但
し
、
受
給
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
対
象
児
童

◎
身
体
や
知
的
、
ま
た
は
精
神

に
、
政
令
で
認
め
る
以
上
の
障

が
い
が
あ
る

◎
長
期
に
わ
た
っ
て
、
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る

■
受
給
制
限

●
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
除
か
れ
ま
す
。

●
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、保
健
福
祉
課
へ
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

な
ど
を
持
っ
て
、
保
健
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
す
で
に

申
請
を
済
ま
せ
て
い
る
方
は
結

構
で
す
）
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父
子
家
庭
の
父
に
も

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

■
支
給
要
件
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
児
童
（
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
、
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
、
ま

た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
者
）を
監
護
し
、か
つ
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合

１
．
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童

２
．
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

児
童

３
．
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

４
．
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明

ら
か
で
な
い
児
童

５
．
そ
の
他
（
父
ま
た
は
母
が

１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児

童
、
父
ま
た
は
母
が
１
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
、

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
な
ど
）

　

※
請
求
者
や
児
童
が
公
的
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
と
き
や
、

児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有

し
な
い
と
き
、
児
童
福
祉
施
設

等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
下

さ
い
。

■
平
成
23
年
度
手
当
額
（
月
額
）

に
つ
い
て

　

受
給
者
が
監
護
・
養
育
す
る

子
ど
も
の
数
や
、
受
給
者
の
所

得
等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

●
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
１
５
５
０
円

一
部
支
給　

９
８
１
０
円
か
ら

４
１
５
４
０
円

●
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
加
算
額　

５
０
０
０
円
、

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き　

３

０
０
０
円

　

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
所
得

制
限
を
超
え
た
場
合
は
、
全
額

支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

扶
養
義
務
者
（
同
居
の
直
系
血

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
方
の
所
得
審
査

も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
８
月
か
ら
、
父

子
家
庭
の
父
も
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
ペ
ッ
ト
は
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
る
飼
い
主
の
方
も
、

も
う
一
度
、
飼
い
方
の
マ
ナ
ー

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
フ
ン
の
後
始
末
は
大
丈
夫
で

す
か
。（
散
歩
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
や
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
、
フ
ン
の

後
始
末
が
で
き
る
も
の
を
用
意

＊
く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

犬
や
猫
の
飼
い
方
マ
ナ
ー

  

気
づ
か
な
い
う
ち
に
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

し
て
く
だ
さ
い
）

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
鳴
き
声
が
近
所
迷
惑
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

 

 

み  
 

  

平
成
二
十
四
年
経
済
セ
ン
サ
ス‐

活
動
調
査
へ
の

ご
回
答
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◆
ま
だ
回
答
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、お
早
め
の
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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水
道
料
金
制
度
審
議
会
の
第

２
回
会
議
が
１
月
20
日
（
金
）、

役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
第

１
回
審
議
会
で
「
料
金
は
口
径

別
に
統
一
す
る
」
と
確
認
さ
れ

た
こ
と
を
前
提
に
、
審
議
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
中
本
純
次
委
員
長
が

資
料
を
基
に
、
基
本
料
金
や
超

過
料
金
を
旧
町
（
上
水
道
）、
旧

村
（
簡
易
水
道
）
の
そ
れ
ぞ
れ

高
い
方
に
合
わ
せ
て
試
算
し
た

場
合
、
町
全
体
で
約
２
億
４
千

万
円
の
料
金
収
入
が
見
込
め
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。（
平
成

23
年
度
の
料
金
収
入
見
込
額
は

約
２
億
円
）

　

町
内
の
水
道
施
設
は
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
も
の
も
多
く
、

そ
の
補
修
費
や
新
設
費
用
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
年
間
２
億
４
千

万
円
ぐ
ら
い
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
料

金
改
定
を
行
っ
た
場
合
、
料
金

収
入
で
そ
れ
ら
の
費
用
を
賄
え

　

昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に

よ
り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、

森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
、
市
町
村
長
へ
の
事
後
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者　

個
人
・
法
人

を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に

よ
り
、
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届

出
を
提
出
し
て
い
る
方
は
対
象

外
で
す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、

取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項　

届
出
書
に
は
、

届
出
者
と
前
所
有
者
の
住
所
氏

名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月
日
、

所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の

所
在
場
所
・
面
積
と
と
も
に
、

土
地
の
用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項

証
明
書
（
写
し
可
）
又
は
土
地

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

　
　
　

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

上
下
水
道
課（　
72
━
３
０
８
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

第
２
回
水
道
料
金
制
度
審
議
会
で

　
「
基
本
料
金
・
超
過
料
金
を
高
い
方
に
」

　
　
　
　
　
　

試
算
を
審
議
し
ま
し
た

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

試
算
し
た
料
金
を
現
行
の
料

金
と
比
較
す
る
と
、
各
口
径
と

も
上
が
り
ま
す
が
、
40
㍉
以
上

の
使
用
者
の
う
ち
旧
町
内
の
方

は
上
り
幅
が
２
倍
近
く
に
な
る

場
合
も
出
て
き
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、審
議
会
で
は
「
合

併
後
の
料
金
体
系
を
早
期
に
改

善
し
、
旧
町
村
間
の
不
公
平
を

早
く
解
消
し
て
ほ
し
い
」、
ま
た

「
旧
町
に
つ
い
て
は
、
３
年
ほ
ど

か
け
て
段
階
的
に
上
げ
て
は
ど

う
か
」
と
い
う
意
見
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
審
議
会
は
３
月
下
旬

に
開
催
さ
れ
、
料
金
体
系
に
つ

い
て
、
よ
り
詳
細
に
審
議
を
進

め
る
予
定
で
す
。

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得

し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写

し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

が
必
要
で
す
。

　

※
く
わ
し
く
は
、
産
業
課
ま

た
は
日
高
振
興
局
地
域
振
興
部

林
務
課
（
℡
０
７
３
８
︱
24
︱

２
９
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

町
で
は
毎
月
消
費
生
活
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催

日
は
町
の
広
報
誌
「
暮
ら
し
の

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認

下
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
さ
ん
が
、
▽

訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト
ラ
ブ

ル
▽
商
品
の
苦
情
▽
多
重
債
務

問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
く

れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

３
月
の
相
談
日
は
９
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
で
す
。

消
費
生
活
相
談
会
を

　

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

農業共済制度をご活用ください
　農業は、自然の影響を直接的に受けることが多い
産業です。
　このため、農業共済は、農業者が不慮の事故によっ
て受けることのある損失を補填して農業経営の安定
を図り、農業生産力の発展に資することを目的とし、
国の政策保険として運営されています。
　風水害、冷害及び干害等の自然災害や鳥獣害・病
害虫などによって受けた損失を補償する公的保険制
度です。災害への備えとしてご活用ください。
　お問い合わせは、NOSAI なんぶ本所事業課
　　　　　　　　　　　（℡ 22 －０８３３）へ。

ＮＯＳＡＩなんぶからお知らせ

■加入申込期間
果 樹 共 済 ６月 30 日まで（みかん・うめ・すもも等）
園 芸 施 設 共 済 随　　時
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『
つ
な
が
る 

わ 

さ
さ
え
る 

わ
』 
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

『
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
』

３
月
１
日
～
７
日
は

　
　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

住
宅
防
火

　

い
の
ち
を
守
る

　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
」

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　

日
本
で
は
毎
年
３
万
人
以
上

の
方
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
り
、
自
ら
「
命
」
を
絶
っ
て

い
ま
す
。
自
殺
未
遂
者
は
、
さ

ら
に
こ
の
10
倍
は
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
が
「
生
き
る

の
が
つ
ら
い
」
と
思
っ
た
り
、

悩
み
事
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相

談
し
て
下
さ
い
。
一
緒
に
解
決

に
向
か
い
ま
し
ょ
う
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
℡
０
７
３

　

春
先
は
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が

残
り
、
家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー

ブ
な
ど
火
を
使
用
す
る
機
会
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
降
水
量
が

少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強

風
が
吹
く
こ
の
季
節
、
不
用
意

な
た
き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

９
︱
７
４
︱
３
３
３
７
（
月
～

金
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

い
て
声
を
か
け
る
〔
気
づ
き
〕、

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
声

を
か
け
る
〔
傾
聴
〕、
早
め
に
専

門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す〔
つ

な
ぎ
〕、
温
か
く
寄
り
添
い
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る
〔
見

守
り
〕

◆
３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

◆
４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

～
自
殺
予
防
の

　
　
　
　

た
め
の
行
動
～

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

て
な
ど
に
よ
る
、
林
野
火
災
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
日

頃
か
ら
防
火
に
対
す
る
正
し
い

知
識
や
技
能
を
習
得
し
、
な
お

一
層
の
防
火
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
全
て

の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
火
災
を
い
ち
早
く

知
ら
せ
て
く
れ
る
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
至
急
設
置
し
て
下

さ
い
。
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○主催：和歌山県・（財）和歌山県文化
振興財団

○日時：平成２４年３月１１日（日）　
午後１時開演（開場午後０時３０分）

○場所：紀南文化会館　大ホール
　入場無料（整理券が必要です。）

＊整理券は、各公民館にあります。

西岩代の獅子舞
（西岩代獅子舞伝承会）

が出演します。

第６回　和歌山県

「民族芸能祭」

　

防
衛
省
自
衛
隊
は
、
平
成
24

年
度
自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
①
応
募
資
格
（
年
齢
は
平
成
25

年
４
月
１
日
現
在
）
②
受
付
期

間
③
試
験
日
〕

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般

（
飛
行
を
含
む
）・
技
術
）

①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

②
４
月
27
日
ま
で

③
１
次
＝
５
月
12
日
（
土
）、
５

月
13
日
（
日
）（
飛
行
要
員
の
み
）

●
医
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

①
■
歯
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
30
歳
未
満
で
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正
規

の
歯
学
課
程
を
卒
業
し
た
方

（
25
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

■
薬
剤
科
幹
部
候
補
生　

20
歳

以
上
28
歳
未
満
で
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
正

規
の
薬
学
課
程
を
卒
業
し
た
方

（
25
年
３
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

②
４
月
27
日
ま
で

③
１
次
＝
５
月
12
日
（
土
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官　

①
医
師
免
許
又
は
歯
科
医
師
免

許
を
取
得
し
、
条
件
を
満
た
す
方

②
４
月
27
日
ま
で

③
５
月
18
日
（
金
）

●
予
備
自
衛
官
補

①
■
一
般
公
募　

18
歳
以
上
34

歳
未
満
の
方
■
技
能
公
募　

18
　

京
大
・
阪
大
・
神
大
ほ
か
近

畿
地
区
の
国
立
大
学
・
高
等
専

門
学
校
で
あ
な
た
の
技
術
を
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

幹
部
自
衛
官
等
を

　
　
　

募
集
し
ま
す

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を

有
す
る
方

②
４
月
４
日
ま
で

③
４
月
13
日
～
16
日
の
間
、
何

れ
か
１
日

　

願
書
請
求
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
御
坊
地
域

事
務
所
（
℡
０
７
３
８
︱
23
︱

０
０
２
０
）
ま
た
は
役
場
総
務

課
へ
。
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

下
さ
い
。

 

（http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/w

akayam
a/

）

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　

技
術
職
員
募
集

●
募
集
区
分　

技
術
職
員
（
電

気
・
機
械
・
建
築
な
ど
）

●
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
日
）

～
４
月
10
日
（
火
）

●
第
一
次
試
験
日　

５
月
20
日

（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

（
℡
０
７
５
︱
７
５
３
︱
２
２
３
０
）

http://w
w

w
.kyoto-u.ac.jp/

siken/
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「
我
ら
梅
の
里
寝
込
ま
ん
ず
in
高
城
」10
期
生
募
集
！

介
護
予
防
運
動
教
室

日　　時：３月 27 日（火）13：30 ～ 15：00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または１歳未満のお子さんと保護者
受付期間：３月１日（木）～３月 23 日（金）　　
　　※申し込みが必要です（先着 20 名程度）
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）
　　　　（℡72－2371）
持ち物：タオル 1 ～ 2 枚、バスタオル 1 枚

プレママ＆フレッシュママ交流事業

『ベビーマッサージ』

パパ＆ママセミナー（両親教室）
実施日時・場所 講　師 内　　　容

３月２２日（木）
19：00 ～ 20：00

（要予約）
場所：ふれ愛センター

保健師

楽しいマタニティーライフのために
　妊娠中の日常生活のお話
こんにちは　赤ちゃん！
　もうすぐお父さん・お母さん！
　子育てを楽しもう

日時：３月 22 日（木）13：30 ～ 15：00
場所：こひつじランド（愛之園保育園内）
対象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内容：①妊娠中の食生活について
　　　②出産についてアドバイス

「マタニティー＆ベビーサロン」

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
、
生

き
生
き
と
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

体
を
動
か
し
て
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　

３
か
月
間
、
無
理
の
な
い
簡

単
な
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間
／
時
間　

４
月
５

日
～
６
月
14
日
ま
で
（
毎
週
木

曜
日
、
全
10
回
）
／
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

※
都
合
に

よ
り
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
者　

高
城
地
区
に
住
む

65
歳
以
上
で
、
運
動
し
て
も
差

し
支
え
の
な
い
方

■
定
員　

20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
開
催
場
所　

高
城
高
齢
者
セ

ン
タ
ー　

※
送
迎
が
必
要
な
方

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
教
室
の
内
容　

体
力
ア
ッ
プ

や
バ
ラ
ン
ス
力
の
向
上
を
目
的

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（　
74
━
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

に
、
中
高
年
者
に
あ
っ
た
内
容
で

実
施
し
ま
す
。
運
動
指
導
の
先
生

が
中
心
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
教
室
の
流
れ　

各
自
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
に
集
合
→
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
測
定
な
ど
）

→
運
動
教
室
（
約
１
時
間
）
→

お
茶
会
（
時
々
）
→
各
自
解
散

■
自
己
負
担　

お
茶
代
（
実
費
）

■
申
し
込
み　

３
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
及
び
く
わ
し
い
こ

と
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
74
―
８
０
６
５
）
へ

いきいきサロンのご案内
４月から第１・第３火曜日午後に開催

　年を重ねても、健康で楽しい毎日を過ごすための
手だてについて、一緒に学び、取り組みませんか。
　おしゃべりやお茶会、健康体操、手芸などのミニ
講座もある楽しい集いです。

■時期：４月から毎月第１・第３火曜日
　　　　　（７月、８月を除く）
■時間：午後１時～３時　■場所：ふれ愛センター
■対象者：６５歳以上の方
■その他：おやつ代として、１回１００円

＊参加申し込みが必要です。３月 30 日（金）まで
に地域包括支援センター（℡７４―８０６５）
まで電話で申し込んで下さい。ふれ愛センター
までの送迎が必要な方はご相談下さい。
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（平成23年4月・5月生まれ） ３月６日（火）13：00～13：30
1 0 か 月 児 健 診

（平成21年8月・9月生まれ） ３月７日（水）13：00～13：302歳6か月児歯科健診

（平成20年8月・9月生まれ） ３月14日（水）13：00～13：30
3 歳 6 か月児健診

（平成23年10月11日～11月30日生まれ）
３月21日（水）13：00～13：30４ か 月 児 健 診

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

3月2日（金）・9日（金）・16日（金）・23日（金）・30（金）
18：00～21：00

おひさま広場（保育所開放）

2日（金）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所

6日（火）10：00～11：00（℡ 72-4520）◆南部保育所

1日（木）10：00～11：00
（雨天中止）

（℡ 76-2251）◆清川保育所

※愛之園保育園はお休み

3月は高城保がひな祭り、
上南部保・南部保・清川保が自由遊び

1・15日（木）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所

３月13日（火）
平成23年3月に初回接種が完了したお子さん

13：00～13：20

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を送ります。

三種混合（１期初回）

４月２日（月）
（対象：新中学１年生）

13：00～13：20
４月３日（火）

麻しん風しん（Ⅲ期）

　平成20年度～24年度までの5年間に限り、下記の方が、
麻しん風しん予防接種対象に追加されています。
●Ⅲ期：中学1年生
●Ⅳ期：高校3年生に相当する年齢の方
　そのため、平成24年度のⅢ期として、上記の通り、平成
11年4月2日～12年4月1日の間に生まれた新中学1年生を対
象に接種を行います。なお、Ⅳ期の対象者は、7・8月中に
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日　本　脳　炎

対象：南部小学１年生
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対象：岩代・旧南部川村各小学１年生

３月30日（金） 13：00～13：20
対象：未接種児
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・・地域包括支援センターへのお電話はお気軽に・・・・地域包括支援センターへのお電話はお気軽に・・

℡７４－８０６５

　お子さんが４月から入園・入学する保護者の皆さ
ん、「接種を忘れている」というものはないでしょう
か。もしありましたら、かかりつけのお医者さんか、ふ
れ愛センター保健師にご遠慮なくご相談ください。

　小学校就学前児童、現在中学１年生、現在高校３
年生相当の年齢の皆さん、麻しん風しん（ＭＲワクチ
ン）の予防接種はお済みですか？
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「子ども予防接種週間」です
３月１日（木）～３月７日（水）は
「子ども予防接種週間」です

麻しん風しんの予防接種はお済みですか

対象：平成７年４月２日～平成12年４月１日生まれの
　　  女の子
接種医療機関：出口産婦人科・森上医院
※対象の方で接種を希望される方は、忘れずに受けて
ください。

子宮頸がん予防ワクチン接種を受けられましたか

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ入り
ますが、献血カードまたは本人であることを証明できる
もの（運転免許証など）をご持参ください。

３月29日（木）
9：00～11：00 晩稲会場前→12：00～14：00 井口
食品㈱様前→14：30～16：30 ふれ愛センター

（南部ライオンズクラブ・町共催）
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３月の消費生活相談会
９日（金）13：00～16：00
役場（芝）で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

３月の人権・行政相談
７日（水）13：30～15：30
ふれ愛センター（東本庄）で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

３月の県による巡回職業相談
22日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

３月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

消防記念日

製品安全点検日

世界水の日 世界気象デー 世界結核デー食育の日

農山漁村女性の日

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

３月の田辺年金事務所年金相談
10日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

各納期　水道料金（1・2月分）/
公共下水道使用料（1・2月分）/
農業集落排水使用料（2・3月分）
の各口座振替

各納期　水道料金（1・2月分）/
公共下水道使用料（1・2月分）/
農業集落排水使用料（2・3月分）
の各窓口納付

春分の日

◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン（～3月31日）

◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）

◆平成23年分の所得税の確定申告・贈与税の申告（～3月15日）

◆平成23年分の個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告（～4月2日）

◆緑の募金（～5月31日）

◆春季全国火災予防運動・全国山火事予防運動・車両火災予防運動（1日～7日）

◆女性の健康週間（1日～8日）

◆南部高校、卒業式
◆白梅幼、ひな祭り会
◆南部幼、お別れ遠足
◆高城保、小学校体験入学
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、清川保・上南部保）

◆南部中・上南部中・高城中
　清川中、卒業式
◆清川保・清川小、お別れ遠足
◆高城小6年生茶話会
◆県開設こうのとり相談
（田辺保健所）（15：30～）

◆高城保、お別れ会食
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、上南部保）
◆町県民税の申告・所得税の
　確定申告受付終了

◆高城保、お別れ会
◆南部小・岩代小、卒業式
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）
◆パパ＆ママセミナー
　（19：00～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆南部保、卒園式・修了式
◆上南部保・高城保・清川保
　卒園式
◆献血（9：00～11：00晩稲会場前
　12：00～14：00井口食品㈱様前
　14：30～16：30ふれ愛センター）

◆ひかり保、上南部保・南部保
　お別れ遠足
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、南部保）
◆町議会定例会（３月議会）開会
　（予定）
◆10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部保、クッキング
◆南部幼・上南部保・上南部小
　お別れ会
◆高城小、お別れ集会
◆県立高校入試（面接・実技検査）
◆三種混合
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県開設こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆岩代小、お別れ集会
◆県立高校入試（学力検査）

◆南部幼、卒園式

◆日本脳炎
（対象：岩代小・上南部小・高城小
清川小1年生・ふれ愛センター）

◆清川保、園外保育
◆清川小、全校授業参観
◆2歳６か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆高城保・清川保、クッキング
◆愛之園保
　お別れパーティー＆誕生会
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆4か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆県立高校合格発表

◆愛之園保、卒園式・修了式

◆南部保・上南部保・高城保
　清川保・愛之園保
　ひな祭り会
◆岩代小、お別れ遠足
◆おひさま広場（保育所開放）
　（10：00～、高城保）

◆高城保・愛之園保、お別れ遠足
◆消費生活相談会
　（13：00～・町役場）

◆清川保、お別れ会
◆岩代小、きしゅう君の家訪問
◆清川中2年生、思春期体験学習
◆こひつじランド第13回育児講座
　Ｈ23年度お別れ会
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆ひかり保、卒園式
◆白梅幼・上南部小・高城小・清川小
　卒園式・卒業式・修了式
◆南部幼・南部小・岩代小・南部中
　上南部中・高城中・清川中、修了式
◆日本脳炎、（対象：南部小1年生
　ふれ愛センター）

◆上南部保・高城保・清川保
　修了式
◆日本脳炎、（対象：未接種児
　ふれ愛センター）

◆ひかり保、
　ひなまつり・新入園児体験入園
◆南部幼、みなべ町ジュニア
　バンドクラブ・ひな祭り会
◆愛之園保、おやつバイキング
◆ゆめよみ館、梅の里カメラ
　クラブ写真展（～14日）

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆白梅幼、園開放日

◆ひかり保、修了式
◆南部長寿大学、（平成23年度
　卒業式、南部公民館）

◆休日申告受付日
　（9：00～15：00・役場）

◆梅の里中学校軟式野球大会
　（20日・24日、共和球場ほか）

日高地方障害児者の
つながりを広める文化祭
（10：00～・御坊市立体育館）

和歌山県「民族芸能祭」
（13：00～・紀南文化会館）
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